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医療情報の活⽤ 私の現状

様々な検診やインターネットを含めた確からしい情報が⼿に⼊る世の中で
⾃⾝に置き換えて考えると出来ることは⾒えてきている。

ですが、不調を来す前に⾏動するのは⾮常に難しいと実感している。

適切な運動 や 何らかの制限

その時は思うのですが ⾏動を変えるのは難しい
（私の場合ですが、、、）

理想 現実
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個⼈の健康への関与を⾼める

AIなど活⽤して
パーソナライズされたサービスが発展
（ここが魅⼒的であるほど望ましい）

本⼈の健康や医療への
データが無いと難しい

ビッグデータで
解析 利活⽤できた⽅が良い

サービスにおける主な部分は
研究成果に頼る部分が⼤きい

１ ２ ３
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本⼈の健康や医療への
データが無いと難しい

安全で安⼼を実感できなければいけない
セキュリテイ
プライバシーの保護

スマホ IoTを活⽤した新しい健康管理

本⼈の健康医療情報を
本⼈が活⽤できる
社会インフラが必要で

何より 本⼈がデータ活⽤する
⽂化に変えることが最も必要

ビッグデータで
解析 利活⽤できた⽅が良い

検診の結果など

預かる基盤
標準化

１

２
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医療の研究成果を必要

個⼈

個⼈

個⼈

研究に特化した
データ収集

研究成果

サービスにおける主な部分は
研究成果に頼る部分が⼤きい

３ エビデンスに基づいた
研究の成果などが
新しい価値を創出するなら
社会実装を⽬指した
サイクルを形成する必要あり
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預かる基盤

個⼈

個⼈

個⼈ 研究に特化した
データ収集

研究成果

個⼈の
健康医療
情報

学習データ
アルゴリズム化

AI

標準化されたデータで転移 応⽤による活⽤できるように

個⼈

個⼈

個⼈

社会実装

研究成果のエコサイクルを実現できる基盤

新たな研究
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基盤維持 ⾃⽴を⽬指してステークホルダーが協調

NeXEHRSの⽬指す
基盤作り

ニュートラルな
共通プラットフォーム

（様々なPFと連携）

医療機関

メリットを創出
負担増なく

個⼈

医療情報の本⼈管理
活⽤の⽂化を醸成

⺠間企業

新たな産業 価値創出
基盤維持活動を⽬指すマネタイズ

マイナンバー
オンライン資格確認

研究 開発

研究し易い
社会実装もできる

⾏政

健康促進
救急 災害
パンデミック



8

Confidential Information

様々な取り組みが⾏われている社会

デジタル
サービス

移動／物流 保険／⾦融 不動産

ヘルスケア

社会インフラ ⼩売

公共データ ⺠間データ

気象 ⼈流 位置情報

センサーデータ

カメラ 外灯 ⽔位信号 建物 地形交通 健康情報 SNS

データ
連携基盤

シティヘルスケア

個別産業でしっかりと実装し

様々な産業とDXを実現していくことにより

新たな価値や社会貢献が⽣まれ易い環境に成⻑していく
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ご清聴いただき ありがとうございましたEoF


